
目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
中
小
企
業
支
援
室
）　
　

一

告

示

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定�

（
社
会
福
祉
課
）　
　

一

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
変
更
の
届
出�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
休
止
の
届
出�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可�

（
農
業
振
興
課
）　
　

三

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
同
意
成
立�

（
水
産
業
振
興
課
）　
　

三

〇
指
定
管
理
者
の
指
定
（
四
件
）�
（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　
　

三

〇
海
岸
保
全
区
域
の
変
更�
（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
道
路
の
区
域
変
更�
（
道　

路　

課
）　
　

四

〇
道
路
の
供
用
開
始�

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定�

（
会　

計　

課
）　
　

五

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出�
五

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届�

五

〇
政
治
団
体
の
解
散
届�

六

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
七
年
分
）�

六

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
八
年
分
）�

七

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
九
年
分
）�

七

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
三
十
年
分
）�

七

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
））�

七

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出�

八

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届�

九

〇
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
し
等
の
届
出�

九

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
漁
業
法
第
十
一
条
第
四
項
に
基
づ
く
公
聴
会
の
開
催�

九

規

則

　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
一
号

　
　
　
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
の
十
七
の
項
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

居
宅
療
養
管
理
指
導

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話�022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）
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事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

な
の
花
薬
局
た
じ
り
店

大
崎
市
田
尻
沼
部
字
新
富
岡
三
十
四

－

一

株
式
会
社
な
の
花
東
北

青
森
県
八
戸
市
石
堂
二
丁
目
二
十
四
番
三
十
号

令
和
元
年
十
月
一
日

お
お
は
し
薬
局

石
巻
市
大
橋
三
丁
目
二

－

十
五

お
お
は
し
薬
局

石
巻
市
大
橋
三
丁
目
二

－

十
五

令
和
元
年
五
月
一
日

二　

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

申
請
者
の
名
称

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

指
定
年
月
日

な
の
花
薬
局
た
じ
り
店

大
崎
市
田
尻
沼
部
字
新
富
岡
三
十
四

－

一

株
式
会
社
な
の
花
東
北

青
森
県
八
戸
市
石
堂
二
丁
目
二
十
四
番
三
十
号

令
和
元
年
十
月
一
日

お
お
は
し
薬
局

石
巻
市
大
橋
三
丁
目
二

－

十
五

お
お
は
し
薬
局

石
巻
市
大
橋
三
丁
目
二

－

十
五

令
和
元
年
五
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
二
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
法
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
た
指
定
介
護
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

開
設
者
の
名
称

開　

設　

者　

の　

所　

在　

地

変　

更　

年　

月　

日

旧

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
お
ん
り
ー
プ
ラ

ン

栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
一
番
二
十
六
号

株
式
会
社
お
ん
り
わ
ん

栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
百
十
番
地
一

令
和
元
年
九
月
一
日

新

栗
原
市
築
館
伊
豆
三
丁
目
二
百
四
十
六

－

二

旧

訪
問
介
護
お
ん
り
ぃ
ケ
ア

栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
一
番
二
十
六
号

株
式
会
社
お
ん
り
わ
ん

栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
百
十
番
地
一

令
和
元
年
九
月
一
日

新

栗
原
市
築
館
伊
豆
三
丁
目
二
百
四
十
六

－

二

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
三
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
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律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
休
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

開
設
者
の
名
称

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

休
止
年
月
日

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
東
塩
釜

塩
釜
市
藤
倉
二
丁
目
十
九
番
三
十
号

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

居
宅
介
護
支
援

令
和
元
年
十
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
四
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
五
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
雄
勝
町
東
部
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め

る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
六
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

気
仙
沼
漁
港
の
駐
車
場

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
七
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

雄
勝
漁
港
の
指
定
施
設

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

　
　

石
巻
市
開
成
一
番
二
十
七

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
八
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

磯
崎
漁
港
の
指
定
施
設

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地
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宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

　
　

石
巻
市
開
成
一
番
二
十
七

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
十
九
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

塩
釜
漁
港
の
指
定
施
設
（
釜
の
渕
泊
地
）

二　

指
定
し
た
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

塩
釜
市
漁
業
協
同
組
合

　
　

塩
竈
市
新
浜
町
三
丁
目
三
十
番
十
七
号

三　

指
定
の
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
百
十

号
（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

横
沼
漁
港

海
岸

横
沼
地
区

海
岸

　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
ネ
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と

ネ
点
を
結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点�　

気
仙
沼
市
横
沼
三
三
七
番
地
の
三
級
基
準
点

イ
点�　

基
点
Ａ
点
か
ら
二
七
八
度
〇
〇
分
二
四
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

点

ロ
点　

イ
点
か
ら
五
五
度
〇
〇
分
三
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点　

ロ
点
か
ら
七
六
度
〇
〇
分
二
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
点　

ハ
点
か
ら
二
二
度
〇
〇
分
二
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
七
三
度
〇
〇
分
四
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
一
〇
六
度
〇
〇
分
一
〇
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

へ
点
か
ら
一
四
一
度
〇
〇
分
一
〇
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
点　

ト
点
か
ら
一
四
一
度
〇
〇
分
一
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
点　

チ
点
か
ら
一
九
六
度
〇
〇
分
三
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
点　

リ
点
か
ら
一
五
七
度
〇
〇
分
二
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
点　

ヌ
点
か
ら
一
一
一
度
〇
〇
分
二
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
点　

ル
点
か
ら
一
八
〇
度
〇
〇
分
五
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
点　

ヲ
点
か
ら
二
三
五
度
〇
〇
分
三
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
点　

ワ
点
か
ら
二
七
〇
度
〇
〇
分
三
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
点　

カ
点
か
ら
三
五
九
度
〇
〇
分
八
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
点　

ヨ
点
か
ら
三
二
二
度
〇
〇
分
三
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
点　

タ
点
か
ら
三
二
二
度
〇
〇
分
八
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
点　

レ
点
か
ら
二
八
八
度
〇
〇
分
五
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ツ
点　

ソ
点
か
ら
二
五
三
度
〇
〇
分
一
一
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ネ
点　

ツ
点
か
ら
三
五
七
度
〇
〇
分
四
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

西
成
田
宮
床
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

富
谷
市
穀
田
郷
ノ
目
一
四
番
一
地
先
か
ら

同
市
富
谷
根
崎
沢
一
番
三
地
先
ま
で

前

　

八
・
六
～

�

二
三
・
四

�

一
八
三
・
〇

後

一
三
・
四
～

�

三
二
・
八

�

一
八
三
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第71号　令和２年１月21日　火曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報



道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

西
成
田
宮
床

線

富
谷
市
穀
田
郷
ノ
目
一
四
番
一
地
先
か
ら

同
市
富
谷
根
崎
沢
一
番
三
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

一
月
二
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
三
号

　

証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
証
紙
売
り
さ
ば

き
人
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

売
り
さ
ば
き
人

代
表
者

売
り
さ
ば
き
場
所

指
定
年
月
日

株
式
会
社
石
巻
自
動
車
学
校

代
表
取
締
役

千
葉　

哲
朗

石
巻
市
山
下
町
二
丁
目
二
番
五

十
四
号

令
和
二
年
一
月
十
四
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

イ　

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
宮

城
県
ふ
る
さ
と

振
興
支
部

中
野　

正
志

伊
藤　

清
二

仙
台
市
青
葉

区
中
央
二

－

七

－

三
〇

参
議
院
議
員

〇

令
和
元
年

�

十
二
月
二
十
六
日

　

ロ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
志

波
姫
支
部

小
田
島
正
博

伊
藤　

律
子

栗
原
市
志
波
姫
新
原
二
九
〇

〇

令
和
元
年

�

十
二
月
六
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

板
橋
み
ほ
後
援
会
「
花

笑
む
会
」

板
橋　

美
保

板
橋　

京
子

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
岩
口
下
三
七

－

一
一

令
和
元
年

�

十
二
月
二
十
四
日

菊
地
ま
さ
お
後
援
会

菊
地　

昌
夫

菊
地
美
紀
子

名
取
市
相
互
台
二

－

一

－

一
三

令
和
元
年

�

十
二
月
十
三
日

ざ
お
う
民
衆
党

平
間　

徹
也

平
間　

徹
也

刈
田
郡
蔵
王
町
円
田
東
下
一

－

五

令
和
元
年

�

十
二
月
十
二
日

笹
森
な
み
後
援
会

鹿
又　

輝
男

阿
部　

勝
男

名
取
市
手
倉
田
字
山
二
六
七

－

一
二

令
和
元
年

�

十
二
月
一
日

丹
野
秀
明
後
援
会

丹
野　

秀
明

佐
藤　

麻
衣

名
取
市
高
柳
字
圭
田
三
一
二

－

一

令
和
元
年

�

十
二
月
十
六
日

門
田
よ
し
の
り
後
援
会

佐
藤　
　

學

門
田
富
士
子

遠
田
郡
涌
谷
町
字
新
町
裏
一
五
四

令
和
元
年

�

七
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

公
明
党
仙
台
若
林
総
支

部

竹
中　

栄
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
南

鍛
冶
町
一
〇
一

－

一

仙
台
市
若
林
区
大

和
町
五

－

四

－

二

五

令
和
元
年

�

十
二
月
十
二
日

代

表

者

の

氏

名

竹
中　

栄
雄

菊
地　

昭
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

斎
藤　

久
義

山
口　

紀
男

自
由
民
主
党
中
田
支
部

石
塚　

義
隆

会
計
責
任
者

の

氏

名

渡
邊　

武
光

佐
藤　
　

勝

令
和
元
年

�

十
二
月
二
十
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
港

湾
支
部

中
村　

俊
智

会
計
責
任
者

の

氏

名

高
柳　

紀
之

芝
原　

英
彰

平
成
三
十
一
年

�

四
月
一
日
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自
由
民
主
党
宮
城
県
薬

剤
師
支
部

山
田　

卓
郎

代

表

者

の

氏

名

山
田　

卓
郎

佐
々
木
孝
雄

令
和
元
年

�

八
月
二
十
四
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

加
茂　

雅
行

山
田　

卓
郎

立
憲
民
主
党
宮
城
県
第

２
区
総
支
部

鎌
田
さ
ゆ
り

会
計
責
任
者

の

氏

名

横
田
ひ
ろ
子

古
谷　

千
秋

令
和
元
年

�

十
二
月
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

あ
べ
か
つ
の
り
後
援
会

櫻
井　

清
孝

会
計
責
任
者

の

氏

名

最
上　

和
昭

土
井　

和
幸

令
和
元
年

�

五
月
一
日

石
垣
の
り
こ
後
援
会

小
川
の
り
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三

－

五

－

二
一

仙
台
市
青
葉
区
二

日
町
二

－

一

令
和
元
年

�

十
二
月
二
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

木
村　

雅
広

佐
々
木
雄
一

石
巻
福
祉
環
境
政
策
研

究
会

阿
部　

敬
吉

会
計
責
任
者

の

氏

名

西
尾　

一
成

大
嶋　
　

茜

令
和
元
年

�

十
月
三
十
一
日

上
田
万
作
一
後
援
会

佐
藤　
　

博

会
計
責
任
者

の

氏

名

上
田
て
い
子

我
妻　

一
次

令
和
元
年

�

十
二
月
十
九
日

Ｍ
Ｓ
Ｓ
政
策
研
究
会

笠
水
上
拓
也

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
々
木
直
斗

須
藤　

好
洋

令
和
元
年

�

十
一
月
二
十
六
日

菊
地
康
彦
後
援
会

渡
辺　

義
信

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　

京
子

菊
地
た
か
子

令
和
元
年

�

十
二
月
十
五
日

た
て
い
し
光
弘
後
援
会

佐
藤　

好
郎

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

好
郎

齋
藤　

清
幸

令
和
元
年

�

十
二
月
二
十
一
日

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ａ
の
会

佐
藤　

優
樹

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

優
樹

遠
藤　

拓
弥

令
和
元
年

�

十
二
月
二
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

我
妻　

友
紀

佐
藤　

優
樹

平
井
み
ど
り
と
歩
む
会

平
井　

緑
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
柏

木
三

－

二

－

二
七

仙
台
市
宮
城
野
区

原
町
一

－

三

－

六

六

令
和
元
年

�

十
一
月
一
日

緑
の
会

平
井　

緑
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
柏

木
三

－

二

－

二
七

仙
台
市
宮
城
野
区

原
町
一

－

三

－

六

六

令
和
元
年

�

十
一
月
一
日

宮
城
県
藤
井
基
之
薬
剤

師
後
援
会

山
田　

卓
郎

代

表

者

の

氏

名

山
田　

卓
郎

佐
々
木
孝
雄

令
和
元
年

�

八
月
二
十
四
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

加
茂　

雅
行

山
田　

卓
郎

宮
城
県
本
田
あ
き
こ
後

援
会

山
田　

卓
郎

代

表

者

の

氏

名

山
田　

卓
郎

佐
々
木
孝
雄

令
和
元
年

�

八
月
二
十
四
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

加
茂　

雅
行

山
田　

卓
郎

宮
城
県
薬
剤
師
連
盟

山
田　

卓
郎

代

表

者

の

氏

名

山
田　

卓
郎

佐
々
木
孝
雄

令
和
元
年

�

八
月
二
十
四
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

加
茂　

雅
行

山
田　

卓
郎

八
島
利
美
後
援
会

黒
田　

正
敏

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

角
田
市
角
田
字
大

町
六

－

一

角
田
市
高
倉
字
新

町
一
九
四

－

五

令
和
元
年

�

十
二
月
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。　

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

�

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称�

代
表
者
の
氏
名�

解
散
年
月
日

板
橋
美
保
後
援
会
「
な
で
し
こ
会
」�

板
橋　

美
保�

令
和
元
年
十
一
月
二
十
六
日

一
條
芳
弘
後
援
会�

一
條　

芳
弘�

令
和
元
年
十
二
月
二
十
三
日

か
く
た
充
由
仙
台
後
援
会�

千
田　

勝
見�

令
和
元
年
十
一
月
三
十
日

門
脇
政
喜
後
援
会�

門
脇　

政
喜�

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

こ
れ
か
ら
の
石
巻
を
考
え
る
会�

門
脇　

政
喜�

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

仙
南
政
治
研
究
会�

冨
樫　

恒
平�

令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日

宝
の
都
（
く
に
）
お
お
さ
き
を
創
る
市
民
の
会�

木
村
信
一
朗�

令
和
元
年
十
一
月
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
七
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
美
保
後
援
会
「
な
で
し
こ
会
」
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〇
宮
選
管
告
示
第
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�24（

１
.�11.�26解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
美
保
後
援
会
「
な
で
し
こ
会
」

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�24（

１
.�11.�26解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
美
保
後
援
会
「
な
で
し
こ
会
」

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�24（

１
.�11.�26解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
美
保
後
援
会
「
な
で
し
こ
会
」

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�24（

１
.�11.�26解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

一
條
芳
弘
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
一
條
　
芳
弘

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
柴
田
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�23（

１
.�12.�23解

散
）

１
　
収
入
総
額

44,376

　
　
　
前
年
繰
越
額

44,376

２
　
支
出
総
額

0

こ
れ
か
ら
の
石
巻
を
考
え
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
門
脇
　
政
喜

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
石
巻
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�17（

１
.�12.�17解

散
）

（7）　令和２年１月21日　火曜日 第71号宮　　城　　県　　公　　報



〇
宮
選
管
告
示
第
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

仙
南
政
治
研
究
会

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�19（

１
.�11.�25解

散
）

１
　
収
入
総
額

324,182

　
　
　
前
年
繰
越
額

276,180

　
　
　
本
年
収
入
額

48,002

２
　
支
出
総
額

324,182

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

48,000

　
　
　
政
治
団
体
分

48,000

　
　
そ
の
他
の
収
入

2

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

2

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

324,182

　
　
　
組
織
活
動
費

243,385

　
　
　
選
挙
関
係
費

36,540

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

44,257

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
政
治
団
体
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

48,000

宝
の
都
（
く
に
）
お
お
さ
き
を
創
る
市
民
の
会

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�22（

１
.�11.�10解

散
）

１
　
収
入
総
額

25,589

　
　
　
前
年
繰
越
額

25,589

２
　
支
出
総
額

25,589

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

25,589

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

25,589

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
美
保
後
援
会
「
な
で
し
こ
会
」

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�24（

１
.�11.�26解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

か
く
た
充
由
仙
台
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�27（

１
.�11.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

318,148

　
　
　
本
年
収
入
額

318,148

２
　
支
出
総
額

318,148

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
�

（
40人
）

71,000

　
　
寄
附

187,148

　
　
　
個
人
分

187,148

　
　
借
入
金

60,000

　
　
　
千
田
　
勝
見

60,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

127,249

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

955

　
　
　
事
務
所
費

126,294

　
　
政
治
活
動
費

190,899

　
　
　
組
織
活
動
費

112,996

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

17,903

　
　
　
そ
の
他
の
経
費

60,000

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

187,148

門
脇
政
喜
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
.�12.�17（

１
.�12.�17解

散
）
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管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

菊
地　

昌
夫

名
取
市
議
会
議
員

菊
地
ま
さ
お
後
援
会

名
取
市
相
互
台
二

－

一

－

一
三

令
和
元
年

�

十
二
月
十
二
日

〇
宮
選
管
告
示
第
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委 
員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

小
川
の
り
子

石
垣
の
り
こ
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
本
町

三

－
五

－
二
一

仙
台
市
青
葉
区
二
日

町
二

－

一

令
和
元
年

�

十
二
月
二
日

平
井　

緑
子

平
井
み
ど
り
と
歩

む
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
柏
木

三
－

二
－

二
七

仙
台
市
宮
城
野
区
原

町
一

－

三

－

六
六

令
和
元
年

�

十
一
月
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

一
條　

芳
弘

一
條
芳
弘
後
援
会

令
和
元
年
十
二
月
二
十
三
日

門
脇　

政
喜

こ
れ
か
ら
の
石
巻
を
考
え
る
会

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
十
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

�

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

公
聴
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所
並
び
に
関
係
者
の
範
囲

開
催
日
時

開
催
場
所

対
象
地
区

令
和
二
年
二
月
五
日

　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

　

正
午
ま
で

宮
城
県
石
巻
市
あ
ゆ
み
野
五
丁
目
七
番
地

　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

　

二
〇
一
、
二
〇
二
会
議
室

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
か
ら

石
巻
市
渡
波
ま
で

令
和
二
年
二
月
五
日

　

午
後
一
時
か
ら

　

午
後
二
時
ま
で

宮
城
県
石
巻
市
あ
ゆ
み
野
五
丁
目
七
番
地

　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

　

二
〇
一
、
二
〇
二
会
議
室

気
仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町

令
和
二
年
二
月
五
日

　

午
後
二
時
十
分
か
ら

　

午
後
三
時
十
分
ま
で

宮
城
県
石
巻
市
あ
ゆ
み
野
五
丁
目
七
番
地

　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

　

二
〇
一
、
二
〇
二
会
議
室

東
松
島
市
か
ら
山
元
町
ま
で

二　

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件

　

�　

漁
業
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
漁
業
権
及
び
第
一
種
共
同
漁
業
権
の
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

等
の
事
前
決
定
に
つ
い
て

（9）　令和２年１月21日　火曜日 第71号宮　　城　　県　　公　　報


